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私が『学校で地域を紡ぐ』に執筆した論考

は，「綴ることと彫ること―― 『北白川こど

も風土記』の視覚」(333-345 ページ) と題した

ものであった。そこでは『北白川こども風土

記』に掲載されたイメージ群を考察の対象と

し，なかでも凸版で彫られ摺られた版画を中

心に，小中学校での版画教育の歴史や，先行

する『山びこ学校』や『夜明けの子ら』と比

較した上で，『北白川こども風土記』に掲載

されたイメージの特性を抽出しようと試みた。

凸版の版画以外にも，『北白川こども風土

記』にはさまざまな種類のイメージが掲載さ

れている。それは，写真や複製図版，図解や

挿絵であるが，その他に，その正体が分から

ずに，この研究を始めたころから私を悩まし

てきた一群のイメージがあった。児童が制作

した版画であることは間違いないのだが，そ

の技法がどうも分からなかったのである。

それらは，明らかに凸版画とは異なる印象

を与える。まず細い線が黒く表されているこ

とから，凹版画――彫られた部分にインク

を詰めて紙に写し取る技法――であるので

はないかと推測した。とはいえ，危険な刃物

や薬剤を使う凹版の銅版画――エッチング

やドライポイントなど――を小学生にさせ

ることは考えにくい。もう一つの特徴として，

版画の白い部分にフロッタージュのような独

特の物質感が見られることである。そのこと

から，児童向けの版画入門書に「白く表現す

るところに，ニードルで線や点をつけたり，

紙やすりやガラスの破片などでこすって，調

子をつけて，表現を深め1)」ることができる

と記載されていた板紙凹版画なのではないか

と推定した。しかし，そこに載せられた作例

を見る限り，どうも違う。結局，その正体を

明らかにすることを諦めて，原稿を提出した。

ところが書籍が発行されて 1ヶ月弱の 2020

年 7 月 23 日，思わぬ E メールが飛び込んで

きた。T 氏という『北白川こども風土記』の

版画制作を担当し，北白川小学校を 1961 (昭

和 36) 年に卒業された方からの便りで，拙論

をお読みいただいてのメッセージであった。

その方との交信で，謎の版画の作成法や制作

状況に至るまでの相当詳しい事実が判明した

ので，ここにそれを報告したいと思う。

まず T 氏は，『北白川こども風土記』を執

筆された学年の卒業が 1959 年であるから 2

年下の学年にあたる (下の学年もイメージ制作

を担当したことは執筆者の証言からすでに分かって

はいた)。氏が 3，4 年生の時の担任が 57 年に

富有小学校2)から転任してきた美術教諭の西

田秀雄で，そのクラスで版画作成にあたった

のという。

拙論でも述べたように，西田秀雄 (1913-

1992) は，小学校教諭として勤めながら，美

学者，井島勉 (1908-1978) に師事し，井島が

初代会長を務めた日本美術教育学会の学会誌

『美術教育』に論文を多数投稿するなど，独

『人文学報』第117号 (2021年 5 月)

(京都大学人文科学研究所)

― 203 ―



自の美術教育論を打ち立てた人物である3)。

北白川小学校赴任の時期が『北白川こども風

土記』の制作〜発刊と重なることや，イメー

ジの一部は下級生が制作したという執筆者た

ちの証言があったことから，西田の関与の可

能性は大きかったが，拙論執筆の段階では確

証は得られなかった。このことが今回，まず

明らかになった大きな事実である。

西田の教育は，専門の図画工作だけでなく，

詩や他の教科の指導法もユニークで，児童は

すっかり彼のとりこになったという［図 1］。

クラスのなかからは，図画工作の全国的な表

彰を受けた者もいたようだ。

版画の制作過程については，T氏が自身の

絵日記を残しておられて，そこにきわめて詳

しく記録されている［図 2]――小学校 4 年

生とは思えない美しい字で！

提供していただいた 10 月 13 日の絵日記に

よると，まずT氏は 3人組で大文字山を写生

する。終わって教室に帰ると，まだ他の児童

は描いている途中なので，〔終わるまで〕学

校の門を写生しなさいと言われた。続いて版

に下絵を写すことになる。絵日記から引用し

たい (適宜，読点を補った)。

白いざらざらした版に書
ママ

き上げのホヤホ

ヤの門を写しました。〔中略〕形をとり

終わると，先生のお話を聞いてほりはじ

めました。するすると面白いようにほれ

て行き，前の方に砂の様な粉がたまりま

した。ゴム版や木版よりこの方がいいと

思いました。字なんか反対にしないでど

うして出来るのかなと思い不思議でなり

ません。階だんや窓，うすい所やこいい
マ マ

所を付けました。ほっただけでははっき

りしません。〔中略〕

先生は私のを見てよろめいているような

ほり方をおしえてくださったので，石だ

たみなんかをぐちゃぐちゃにしました。

いろいろな調子にしました。くぎ，切り

出し，ドライバー，四角い彫刻刀でやり

ました。
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図 1 西田秀雄と『北白川こども風土記』を手にしたT氏ら北白川小学校の児童たち。

大文字山を背景に北白川小学校の屋上にて，1959 年ごろ



版の制作のポイントをまとめると，版自体

は白くざらざらしていること，木版やゴム版

より彫りやすいこと，彫刻刀だけでなく，い

ろんな道具で調子をつけることができること

が挙げられよう。なお「ゴム版」という言及

からは，これも拙論で推測したように凸版画

の版がリノリウムではなかったものの，ゴム

という柔らかい物質であったことも分かっ

た4)。

続いては，摺りの工程である。

版に粉を付けてすみをローラーにひっつ

けて版の上でまわしました。するとロー

ラーに版の形が白く付きました。それを

紙の上で回すときれいに出来上がりまし

た。字もちゃんと出ました。

まとめると，版 (おそらく石膏版) に粉を付

けた上で墨を付けたローラーに転写する。こ

れで掘った部分の粉はローラーに付着せず，

彫らなかった部分の粉が付着するのだろう。

するとローラーの表面には，版がネガの状態

で転写されることとなる。それを紙に転写す

ることで，彫ったままの状態の――字も絵

も反転しない――イメージができあがるこ

ととなる。謄写版を専門とする版画家の神崎

智子氏5)に尋ねたところ，技法の名称は分か

らないものの，オフセット印刷6)と似た原理

だろうとの回答が得られた。すなわち凹版で

はなく平版であったのだ。これでついに謎が

解けた。

T 氏によると，『北白川こども風土記』に

掲載されたイメージのうち，「表紙」，「扉絵」，

「章扉」，「カット」が T 氏の学年によるもの

で，すなわち 2 学年上の執筆の後，それを書

籍にする過程で制作されたようである［図 3］。

一方，「本文挿絵及び版画」は執筆した上級

生によるものであったという。T氏によると，

西田は「“じょうず”や“きれい”を良しと

しな」かったようだが，上級生の版画は，完
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図 2 T氏の絵日記，1959 年 10 月 13 日 (月) 付



成度の高い写実的な傾向が見られることから，

「毎晩のように，学校近くの O〔大山〕先生

の家に通っては，その腕をふる」(『北白川こど

も風土記』370 ページ) ったのは，執筆者たち

自身であっただろうとのことである。

絵日記に残る西田のものと思われるコメン

トに「あの版画はとてもよいと校長センセも

ほめて北白川風土記の中にはいることにきま

りました。学校の歴史の扉絵になります」と

ある。その横に描かれたような素描が，版画

［図 4］になり，それが最終的には第七章「郷

土の発展」(279 ページ) に採用されることと

なったのである［図 5］。

以上が，T氏からの証言や資料を得て，分

かった新事実である。拙論を執筆していると

きに，これらの事実が分かっていればとほぞ

を噛む思いも確かにあったが，「本を出した

からこそ明らかになることもある」と共編者

の菊地暁に慰められて，気持ちが落ち着いた。

『学校で地域を紡ぐ』は，書籍を発行してす

べてが終わったわけではない。発刊記念に

行ったオンライン・トークイベント7)やこの

『人文学報』の特集でもさらに膨らんでいっ

ているし，今後もさまざまな手段で研究成果

を発信していきたいと考えている。

最後にもう一度，貴重な資料を提供してい
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図 5 『北白川こども風土記』七章扉，279 ページ

図 3 イメージ制作を担当した児童たち一覧。

『北白川こども風土記』12 ページ

図 4 T氏制作の版画。北白川小学校の出入口。

章を示す「7」の文字が鉛筆書きで見える



ただき，それを公開することをお許しいただ

いたT氏に感謝の意を表して，筆を措きたい。
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